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１  は じ め に

HACCP に 沿 っ た 衛 生 管 理 で 玉 子 焼 き を 生 産 す る 小 規 模 事 業 者 の 協 議 会

は 、 平 成 30 年 改 正 食 品 衛 生 法 で 規 定 さ れ た HACCP の 考 え 方 を 取 り 入 れ

た 衛 生 管 理 を 実 施 す る た め の 手 引 書 （ 小 規 模 な 玉 子 焼 き 製 造 事 業 ） を 作 成

し ま し た 。 HACCP の 考 え 方 を 取 り 入 れ た 衛 生 管 理 と は 、 食 中 毒 予 防 の 三

原 則 （ つ け な い 、 ふ や さ な い 、 や っ つ け る ） を 基 本 に 、 今 取 り 組 ん で い る

衛 生 管 理 に 製 造 工 程 に 応 じ た 注 意 点 を 衛 生 管 理 計 画 の 中 で 明 ら か に し 、 そ

の 対 処 を 規 定 し 、 実 行 し 、 記 録 す る 作 業 を 指 し ま す 。

対対 象象 とと なな るる 事事 業業 者者 のの 規規 模模

こ の 手 引 書 は 、 製 造 ・ 加 工 に 従 事 す る 者 の 数 が 50 名 未 満 の 小 規 模 な 事

業 者 を 対 象 と し 、そ の 多 く は 10 名 前 後 の 小 規 模 ま た は 零 細 の 事 業 者 で す 。

対対 象象 とと なな るる 食食 品品

こ の 手 引 書 の 対 象 と な る 玉 子 焼 き は 、 販 売 先 向 け 仕 様 に 包 装 さ れ た 冷 凍

ま た は 冷 蔵 で 流 通 す る 商 品 で 、 下 記 の 表 の 通 り 、 具 の 有 無 と 包 装 後 二 次 加

熱 の 有 無 で ４ グ ル ー プ に 大 別 さ れ ま す 。

①① ②② ③③ ④④

なし なし あり あり

なし あり なし あり

鶏卵

調味液

具材

冷凍：−15℃以下

冷蔵：10℃以下

具材

原材料

洗浄殺菌鶏卵、殺菌液卵および未殺菌液卵

ネギ、乾燥⻘海苔、茹で枝⾖、鰻蒲焼き、しらす、五目（椎茸、レンコン、かん

ぴょう、タケノコ等）等

意図する用途など

飲食店やスーパーマーケットで販売し、最終消費者は一般消費者

冷凍流通品はフローズンチルド商品となる場合がある

喫食時加熱不要のRTE(Ready to Eat)食品

グループ

包装後二次加熱の

有無

砂糖、しょう油、みりん、塩、澱粉（加工澱粉を含む）、植物油、醸造酢、L-グ

ルタミン酸ナトリウム、かつお節系複合調味料、昆布系複合調味料など

包装 フィルム密封

開封または解凍後

の販売期限

冷蔵：開封後は冷蔵庫に保管し、当日中に販売

冷凍（フローズンチルド）：解凍後は冷蔵庫に保管、3日以内に販売

製品形態 ブロック状卵焼き、シート状（茶巾用）、細切状（錦糸玉子）、そぼろ状等

使用基準のある食

品添加物
なし

アレルゲン 卵、その他使用する原材料による

保存（流通）温度

１　はじめに
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原 料 の 鶏 卵 は GP セ ン タ ー か ら 供 給 さ れ る 洗 卵 ・ 殺 菌 済 の も の 、 ま た は

液 卵 製 造 施 設 か ら 供 給 さ れ る 液 卵 あ る い は 凍 結 液 卵 （ 殺 菌 、 未 殺 菌 ） を 使

用 し ま す 。 調 味 料 （ 液 ） と 混 合 し た 後 、 120℃ 〜 160℃ の 鍋 ま た は ド ラ ム で

焼 成 加 熱 、次 い で 密 封 包 装 し た 後 、冷 蔵 ま た は 冷 凍 で 流 通 さ せ る 食 品 で す 。

な お 、 手 焼 き と 称 し て 、 フ ラ イ パ ン 様 の 調 理 器 具 で 焼 成 加 熱 し た 製 品 も 含

み ま す 。  

具 材 は 多 種 多 様 で 、 特 に 限 定 す る も の で は あ り ま せ ん が 、 使 用 す る 具 材

は 加 熱 な ど の 下 処 理 し た も の を 使 用 し ま す 。 未 加 熱 の 具 材 （ 刻 み ね ぎ や 乾

燥 海 苔 な ど ） で 熱 が 伝 わ り や す い も の は そ の ま ま で も 使 用 で き ま す 。 魚 肉

す り 身 が 主 原 料 の 一 つ で あ る 伊 達 巻 類 は 対 象 と し ま せ ん 。  

二 次 加 熱 は 賞 味 期 限 延 ⻑ の 目 的 で 行 い ま す 。 焼 成 後 、 カ ッ ト な ど で 付 着

し た 微 生 物 、 玉 子 焼 き 内 部 に 残 存 し て い る 微 生 物 等 、 ど こ を 対 象 と し た 二

次 加 熱 と す る の か 、 ま た ど の ぐ ら い の 賞 味 期 限 に す る か に よ り 二 次 加 熱 の

条 件 は 異 な り ま す 。 保 存 試 験 な ど に よ っ て 適 切 な 加 熱 条 件 を 決 め ま し ょ う 。 

製 品 の 保 管 ・ 流 通 の 温 度 は 冷 蔵（ 10℃ 以 下 ）と 冷 凍（ -15℃ 以 下 ）の い ず

れ か で す 。 冷 蔵 製 品 は 、 販 売 ま た は 提 供 先 で 開 封 、 小 分 け さ れ た 後 に 消 費

者 に 提 供 さ れ ま す が 、 開 封 後 は 翌 日 ま で に 提 供 す る よ う 指 示 し て い ま す 。

冷 凍 製 品 は 解 凍 さ れ 、フ ロ ー ズ ン チ ル ド 商 品 と な り ま す が 、10℃ 以 下 、3 日

間 以 内 に 提 供 す る よ う 指 示 し て い ま す 。  

商 品 の 形 態 は 、包 装 さ れ た ブ ロ ッ ク 状 、シ ー ト 状（ 茶 巾 用 ）、細 切 状（ 錦

糸 玉 子 ）、 そ ぼ ろ 状 等 で す 。  

 

こ の 手 引 書 の 対 象 と し な い 玉 子 焼 き は 次 の 通 り で す 。  

 

 

こ れ ら の 製 品 は 、 小 規 模 な 一 般 飲 食 店 事 業 者 向 け 、 小 規 模 な 惣 菜 製 造 工

場 向 け ま た は 魚 肉 ね り 製 品 製 造 向 け の そ れ ぞ れ の 手 引 書 を 活 用 す る か 、

HACCP に 基 づ い た 衛 生 管 理 で 対 応 く だ さ い 。  

 

 

 

〇  原 料 鶏 卵 が 無 洗 浄 ・ 未 殺 菌 で あ っ て 自 施 設 で 割 卵 し た も の を 原 料 と す

る 製 品 ： 割 卵 時 に 卵 殻 に 付 着 し て い る サ ル モ ネ ラ 属 菌 の 施 設 内 汚 染 が

懸 念 さ れ ま す 。  

○  伊 達 巻 ： 魚 肉 す り 身 を 主 原 料 と す る 伊 達 巻 は 魚 肉 ね り 製 品 と し て 扱 い

ま す 。  

○  同 一 施 設 内 で 製 造 し 一 般 消 費 者 に 直 接 販 売 す る 製 品  
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玉玉 子子 焼焼 きき のの 特特 性性   

玉 子 焼 き は 固 形 性 を 高 め る た め 加 熱 調 理 で 凝 固 さ せ る 必 要 が あ り ま す 。

原 料 鶏 卵 の 凝 固 温 度 は 75℃ か ら 78℃ と さ れ 、 固 形 形 成 に は 80℃ 以 上 が 必

要 と さ れ ま す の で 、 殆 ど の 食 中 毒 菌 は 加 熱 調 理 直 後 で は 殺 菌 さ れ た 状 態 に

あ り ま す 。 加 熱 不 足 で 固 ま り 方 が 不 十 分 な 場 合 は 、 加 熱 条 件 を 変 更 し 、 十

分 加 熱 さ れ た こ と を 確 認 し て か ら 製 品 化 し ま す 。 ま た 、 加 熱 後 に 速 や か に

冷 却 す る こ と で 、 加 熱 後 も 残 存 す る 可 能 性 を 否 定 で き な い 耐 熱 性 芽 胞 形 成

菌 の 増 殖 も 許 容 可 能 な レ ベ ル に 管 理 さ れ て い る と 推 定 さ れ 、 今 ま で 食 中 毒

の 事 例 は ほ と ん ど あ り ま せ ん 。 こ の 焼 成 加 熱 調 理 は 重 要 管 理 点 に 相 当 す る

工 程 で す が 、 調 理 上 で 必 要 な 温 度 と 時 間 で す の で 、 重 要 管 理 点 と し て 扱 う

必 要 は あ り ま せ ん 。  

 

玉玉 子子 焼焼 きき のの 危危 害害 要要 因因   

玉 子 焼 き 製 造 に お け る 危 害 要 因 を 生 物 的 な も の 、 化 学 的 な も の と 物 理 的

な も の に 分 け 、 本 手 引 書 は そ れ ら の 予 防 策 を 一 般 衛 生 管 理 と 特 に 重 要 な 衛

生 管 理 に 分 け て い ま す 。  

 

生 物 的 危 害 要 因  

原 料 卵 は 洗 浄 殺 菌 さ れ た も の 、ま た は 液 卵 を 使 用 し ま す 。調 味 料 は 80℃

以 上 で 加 温 溶 解 す る こ と で 、 ほ と ん ど の 病 原 微 生 物 は 死 滅 し ま す 。 具 材 は

加 熱 な ど の 下 処 理 し た も の を 使 用 し ま す が 、 未 加 熱 の 具 材 （ 刻 み ね ぎ や 海

藻 海 苔 な ど ）を 使 用 し た 場 合 で も 、玉 子 焼 き 焼 成 時 に 品 温 が 80℃ 以 上 に な

る の で 75℃ 、 1 分 以 上 の 加 熱 条 件 は

使 っ た 場 合 で も 、 同 様 に 焼 成 加 熱 さ れ ま す の で 、 玉 子 焼 き の 生 物 的 危 害 要

因 は 、 焼 成 加 熱 に よ っ て も 残 存 す る 可 能 性 の あ る 耐 熱 性 芽 胞 形 成 食 中 毒 菌

で あ る セ レ ウ ス 菌 、 耐 熱 性 毒 素 を 産 出 す る ⻩ ⾊ ブ ド ウ 球 菌 毒 素 、 卵 製 品 で

発 生 事 例 の あ る サ ル モ ネ ラ 属 菌 と 一 部 を 除 き 全 て の 食 品 で 発 生 す る 事 が

知 ら れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス の ４ 種 と な り ま す 。 そ の 特 徴 と 対 策 は 次 の 通 り

で す 。  

 

セセ レレ ウウ スス 菌菌  原 料 、特 に 具 材 や 調 味 料 に 存 在 す る 食 中 毒 菌 で 、耐 熱 性 の 芽

胞 を 形 成 し て 生 残 し ま す の で 、「 加 熱 し た か ら 大 丈 夫 」が 通 用 し ま せ ん 。ま

た 、 腐 敗 ま た は 変 敗 を も た ら す 菌 と し て も 知 ら れ て い ま す 。 セ レ ウ ス 菌 は

低 温 で も 増 殖 す る も の も あ り ま す の で 、 原 材 料 の 段 階 か ら 加 熱 焼 成 ま で 、

ま た 冷 却 後 の 温 度 管 理 （ 冷 蔵 は 10℃ 以 下 、 冷 凍 は -15℃ 以 下 ） と 加 熱 焼 成

後 の 速 や か な 冷 却 （ 4 時 間 以 内 に 10℃ 付 近 ） が 重 要 で す 。  

満たされます。また、未殺菌の液卵を
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⻩⻩ ⾊⾊ ブブ ドド ウウ 球球 菌菌  人 の 皮 膚 に 常 在 す る 菌 で あ る こ と か ら 、様 々 な 食 品 や 原

材 料 を 汚 染 し て い る 可 能 性 が あ り ま す 。 ⻩ ⾊ ブ ド ウ 球 菌 は 毒 素 型 の 食 中 毒

菌 で あ り 、 そ の 毒 素 は 加 熱 に よ っ て も 失 活 し ま せ ん の で 、 手 洗 い の 徹 底 な

ど に よ る 清 潔 な 取 り 扱 い と 、 毒 素 を 作 ら せ な い た め の 指 定 さ れ た 温 度 で の

原 材 料 保 管 が 大 切 で す 。 原 材 料 の 段 階 か ら 加 熱 焼 成 ま で 、 ま た 冷 却 後 の 適

切 な 温 度 管 理 （ 冷 蔵 は 10℃ 以 下 、 冷 凍 は -15℃ 以 下 ） と 速 や か な 冷 却 が 重

要 で す 。  

 

ササ ルル モモ ネネ ララ 属属 菌菌  洗 卵・殺 菌 鶏 卵 を 割 卵 し た も の で も 、卵 の 中 に サ ル モ ネ

ラ 属 菌 が 汚 染 し て い る 例 が あ り ま す 。 過 去 に 厚 焼 き 玉 子 で サ ル モ ネ ラ 属 菌

に よ る 食 中 毒 の 発 生 が 報 告 さ れ て い ま す が 、 サ ル モ ネ ラ 属 菌 は 乾 燥 な ど に

強 く 、 製 造 設 備 な ど を ⻑ く 汚 染 し て い る 場 合 が あ り ま す 。 加 熱 前 の 原 料 や

取 り 扱 う 器 具 と 焼 成 加 熱 し た 製 品 が 交 差 汚 染 し な い よ う 管 理 す る こ と が

大 切 で す 。な お 、液 卵 を 使 用 す る 場 合 は 、「 液 卵 の 製 造 等 に 係 る 衛 生 確 保 に

つ い て（ 衛 食 第 116 号 ・ 衛 乳 第 190 号 ）」に し た が い 、液 卵 の 保 存 は 8℃ 以

下 、冷 凍 液 卵 の 保 存 は -18℃ 以 下 で 行 い 、解 凍 は 飲 用 に 適 す る 流 水 中 で 行 う

か 、 10℃ 以 下 の 低 温 の 室 内 で 行 い ま す 。 そ の 他 、 使 用 す る 具 材 の 仕 様 書 あ

る い は 表 示 に し た が っ て 、 適 切 な 温 度 で 保 管 管 理 し ま す 。 ま た 、 こ れ ら が

製 造 機 器 に 付 着 し 、 食 品 を 汚 染 し な い よ う 機 器 の 洗 浄 を 十 分 行 う こ と も サ

ル モ ネ ラ 属 菌 対 策 で 重 要 で す 。  

 

ノノ ロロ ウウ イイ ルル スス  ノ ロ ウ イ ル ス が 原 因 で お こ る 食 中 毒 は 包 装 後 加 熱 食 品 を

除 き 、 ほ と ん ど の 食 品 で 種 類 を 問 わ ず 発 生 し ま す 。 玉 子 焼 き 製 品 で も 包 装

後 二 次 加 熱 玉 子 焼 き 以 外 で は 起 こ る 危 険 性 を 想 定 し な け れ ば な り ま せ ん 。

ご く 少 量 の ノ ロ ウ イ ル ス 汚 染 で 食 中 毒 が 起 こ り ま す が 、 人 の 手 を 介 し た 汚

染 、 ト イ レ を 起 点 と し た 汚 染 が 主 な 感 染 経 路 で す の で 、 衛 生 的 な 手 洗 い 、

ト イ レ と ト イ レ 周 り の 洗 浄 消 毒 、 着 衣 の 清 潔 維 持 な ど が 重 要 な 対 策 と な り

ま す 。  

 

化 学 的 危 害 要 因  

食 物 ア レ ル ギ ー 物 質 （ ア レ ル ゲ ン ） が あ げ ら れ ま す 。 玉 子 焼 き 原 料 の 卵

自 体 が 特 定 原 材 料 の 一 つ で す の で 、 必 ず 「 卵 」 の 表 示 を し な け れ ば な り ま

せ ん 。 ま た 、 そ れ 以 外 の ア レ ル ゲ ン が 具 材 や 調 味 料 に 含 ま れ る 場 合 も 同 様

に 表 示 し な け れ ば な り ま せ ん の で 、 具 材 や 調 味 料 の 成 分 を チ ェ ッ ク し ま す 。

ま た 、 特 定 原 材 料 を 含 む 具 材 や 調 味 料 等 は 他 の 原 材 料 と 混 同 す る こ と が な
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い よ う に 保 管 ・ 管 理 す る 、 使 用 す る 器 具 の 使 い 分 け や 、 ア レ ル ゲ ン を 含 ま

な い 製 品 か ら 製 造 す る と い っ た 生 産 順 序 の 対 応 と と も に 、 製 造 施 設 や 設 備

を ５ S 活 動 （ 整 理 ・ 整 頓 ・ 清 掃 ・ 清 潔 ・ 習 慣 ） で 交 差 接 触 に よ る ア レ ル ゲ

ン の 混 入 を 防 ぎ ま す 。  

 

物 理 的 危 害 要 因  

鋭 利 ま た は 硬 質 異 物 の 混 入 の 問 題 は 、 原 料 に 由 来 す る も の と 工 場 施 設 内

で の 混 入 が 考 え ら れ 、 そ れ ぞ れ こ れ を 防 ぐ こ と が 重 要 で す 。 金 属 探 知 機 に

よ る 検 査 は 、 こ れ ら の 危 害 要 因 を 低 減 さ せ ま す が 、 ５ S に よ る 清 潔 な 製 造

環 境 の 維 持 や ス ラ イ サ ー な ど の 金 属 性 機 械 ・ 器 具 の 定 期 的 な 部 品 欠 損 ・ 破

損 確 認 が 異 物 を 排 除 す る 効 果 的 な 方 法 で す 。 な お 、 消 費 者 か ら 「 こ げ 」 の

混 入 の 苦 情 を 受 け る 場 合 が あ り ま す が 、 玉 子 焼 き の 製 造 工 程 で 不 可 避 的 に

生 成 （ 混 入 ） す る 「 こ げ 」 は 、 危 害 要 因 で は あ り ま せ ん 。  

  

こ の 手 引 書 は 、 事 業 規 模 が 小 規 模 、 零 細 な 製 造 者 が HACCP の 考 え 方 を

取 り 入 れ て 、 玉 子 焼 き の 特 性 に 応 じ た 一 般 衛 生 管 理 と 特 に 重 要 な 衛 生 管 理

に 取 り 組 む こ と で 安 全 な 製 品 を 実 現 す る た め の も の で す 。  

本 手 引 書 を 活 用 す る こ と に よ り 、 今 ま で 以 上 に 、 安 全 な 製 品 づ く り を す

る た め の 衛 生 管 理 に 取 り 組 む こ と が で き 、 お 客 様 に も 自 信 を 持 っ て 製 品 を

提 供 で き る よ う に な る と 思 い ま す 。  
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２  製 造 工 程 と 着 目 点

表 は 製 造 工 程 と 安 全 な 製 品 を 作 る た め の 着 目 点 で す 。 日 頃 、 取 り 組 ん

で い る 作 業 内 容 を 見 直 し ま す 。

２　製造工程と着目点

原料卵入荷

原料卵は洗卵殺菌済または液卵（殺菌卵・未殺菌卵）をGPセンターなどから

購入。破卵などがないか注意します。無洗卵・未殺菌卵を自施設内で割卵する

場合は、この手引書の対象外ですので注意ください。

調味料入荷
表示や製品規格書などでアレルゲンの有無と種類

を確認します。

原料保管

原料指定の保管条件に合せて保管。冷蔵品は10℃以下（液卵は8℃以下）の冷

蔵庫に、冷凍品は-15℃以下（凍結液卵は-18℃以下）の冷凍庫で保管します。

先入れ先出しを徹底します。

原料保管

指定された原料保管条件に合せて、冷蔵品は10 ℃

以下の冷蔵庫に、冷凍品は-15℃以下の冷凍庫で保

管します。先入れ先出しを徹底します。

(液卵解凍)
凍結液卵を解凍する場合は、飲用に適する水を使用して流水解凍しながら行う

か、10℃以下の低温の室内で行います。

混合・撹拌

混合・撹拌装置は原料残渣が残りやすい構造の場合がありますので、保守点検

と清掃の徹底で異物と食物アレルゲンの混入を防ぎます。

混合後、常温での焼成加熱までの所要時間は30分以内とします。

ろ過

フィルターで原料をろ過。フィルターは製造作業の開始前に、汚れの付着、製

造作業終了後には欠損がないことを確認します。ろ過によって多くの異物が排

除されますが、目合以下の異物は除去できませんので注意が必要です。

注入
加熱不足を防ぐため、焼成器（鍋など）へ注入する液卵の注入量を一定に保っ

て迅速に焼成加熱します。

具材混合

・添加
加熱条件を一定にするため、具材量を一定にします。

焼成加熱

調理

玉子焼きが十分に固形形状を保つまで加熱します。製品仕様変更毎に、カット

して中心部分に火が通っているかを確認します。加熱不足で固まり方が不十分

な場合は加熱条件を調整します。

加熱不十分で半熟な状態がある場合は、病原微生物の残存が懸念され、また固

形性が保たれていないとする品質クレームとなります。

冷却

速やかな冷却が必要です。目安として4時時間以内に10℃付近まで品温を低下

させます。未包装状態ですので、常に庫内を清潔に保ち、二次汚染を防止しま

す。

カット
スライサーなどの装置は原料残渣が残りやすい構造の場合がありますので、保

守点検と清掃の徹底で異物とアレルゲンの混入を防ぎます。

計量・包装 特に注意するのはアレルゲンの誤表示と、密封包装の確認です。

二次加熱

賞味期限を延⻑する場合は二次加熱を行います。表⾯に付着した菌を対象とす

るか、製品中奥部に残存する菌を対象にするかで加熱条件が異なりますので、

目的に合わせた二次加熱の条件設定を行ってください。なお、30分程度以上の

加熱で製品が変色する場合があります。

二次冷却
速やかな冷却が必要です。目安として4時間位で10℃付近まで品温を低下させ

ます。

金属検出機

異物排除

全ての製品を通過させます。また、一定時間毎にテストピースを通過させ排除

できていること確認します。

包装
しっかりと封がなされている事を確認します。もう一度、特定原材料（アレル

ゲン）の表示が正しいかを確認します。

保管
冷却後から包装までを速やかに行い、冷蔵製品では10℃以下、冷凍製品では庫

内温度は-15℃以下で管理します。先入れ先出しを徹底します。

出荷
製品指定の保存条件を満たしている輸送であることを確認して出荷します。適

切な運送条件で出荷することで安全な製品が出荷できます。

注意）カット工程がない場合は、次の計量・包装工程へ

注意）二次加熱がない場合は金属検出機の工程へ

注意）金属検出機のない場合は包装の工程へ

カット工程で用いられる器具などを使用前と後に破損状況を

チェックし、製品への混入がないことを確認します。

注）この工程図は簡略したものです。副資材、用水などは省略しています。

調合

調味料（液）は正確に計量、80℃以上で加温溶解

した後、原料卵と混ぜます。前日調合した調味料

（液）を翌日使用の場合は、冷却して冷蔵庫に

10℃以下で保管します。

具材入荷

表示を確認し、アレルゲンの有無を確認します。

具材は、75℃1分以上あるいは同等以上の加熱をし

た加熱調理品、または殺菌済みの原料を使用しま

す。刻みねぎや乾燥海苔など熱の伝わりやすいも

のはそのままでも使用できます。

入荷後は指定された保管条件（温度等）で保管

し、先入れ先出しを徹底します。

計量に用いる容器は専用とし、洗浄殺菌して病原

微生物の二次汚染を防ぎます。

液液卵卵・・卵卵 調調味味液液

具具材材（（具具入入玉玉子子焼焼ききのの場場合合））

カカッットト工工程程ががなないい場場合合

金金属属検検出出機機ががなないい場場合合

二二次次加加熱熱工工程程ががなないい場場合合
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３  玉 子 焼 き 製 造 事 業 者 に お け る 衛 生 管 理

１ ． 実 施 す る こ と

実 施 す る こ と は 次 の ４ つ で す 。

（ １ ） 衛 生 管 理 計 画 の 策 定

（ ２ ） 計 画 に 基 づ く 実 施

決 め た 計 画 に 従 い 、 実 施 す る 手 順 を 参 考 に し な が ら 、 毎 日 の 衛 生 管 理 を

確 実 に 行 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。

（ ３ ） 確 認 ・ 記 録

実 施 結 果 を 記 録 し ま し ょ う 。

こ れ ら の 一 連 の 記 録 は 、 最 低 で も 賞 味 期 限 内 （ 賞 味 期 限 が 1 年 未 満 の 場

合 は 最 低 1 年 間 ） は 保 管 し て お き ま し ょ う 。

＜ 何 故 、 記 録 を 残 す の か ＞

① 現 場 の 方 が 、 製 造 工 程 や 製 品 の 衛 生 管 理 の ポ イ ン ト を 理 解 す る こ と が で

き 、 よ り 衛 生 管 理 の 向 上 が 図 ら れ 、 ま た 、 振 り 返 り の ツ ー ル と し て 使 用

で き ま す 。

② 衛 生 管 理 の ポ イ ン ト を 明 確 に し 、基 準 を 設 定 し 管 理 す る こ と で 、「 お 客 様

の ク レ ー ム や 事 故 」 の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き ま す 。

衛 生 管 理 計 画 を 作 成 し ま す 。 ポ イ ン ト は 食 中 毒 を 防 ぐ た め の 三 原 則 、 病

原 微 生 物 を ① つ け な い 、 ② ふ や さ な い 、 ③ や っ つ け る 、 を 計 画 に 盛 り 込 む

こ と で す 。 そ の た め に 、 衛 生 管 理 計 画 は 、 計 画 １ ： 一 般 衛 生 管 理 の ポ イ ン

ト と 計 画 ２ ： 特 に 重 要 な 衛 生 管 理 の ポ イ ン ト で 構 成 さ れ ま す 。 日 頃 か ら 工

場 施 設 で 行 っ て い る こ と を P25 以 降 で 示 す 様 式 と 記 入 例 に 照 ら し 合 わ せ

し な が ら 、「 い つ 」「 ど の よ う に 」「 問 題 が あ っ た 時 」の 計 画 を 立 て 、記 入 し

て い き ま す 。  

３　玉子焼き製造事業者における衛生管理
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③ さ ら に 万 が 一 、 問 題 が 発 生 し た 場 合 、 衛 生 管 理 を 行 っ て い た こ と の 証 明

と な り ま す 。 ま た 、 そ の 問 題 に よ っ て 生 じ る 影 響 の 範 囲 が 明 確 に な り 、

適 切 な 対 応 が で き ま す 。  

④ 記 録 は 、 お 客 様 や 保 健 所 に 対 し て 、 衛 生 管 理 に つ い て 適 正 に 行 っ て い る

こ と を 説 明 で き ま す 。  

 

（ ４ ） 振 り 返 り  

HACCP の 考 え 方 を 取 り 入 れ た 衛 生 管 理 で は 、 こ の 「 振 り 返 り 」 が 特 徴

か つ 重 要 で す 。 策 定 さ れ た 衛 生 管 理 計 画 が 効 果 的 に 働 い て い る か は こ の

「 振 り 返 り 」 に よ っ て 初 め て わ か り ま す 。  

よ っ て 定 期 的 （ １ カ 月 等 ） に 記 録 を 確 認 し 、 ク レ ー ム や 衛 生 上 、 気 が つ

い た こ と 等 、 お な じ よ う な 問 題 が 繰 り 返 し 発 生 し て い る 場 合 は 、 同 一 の 原

因 が 考 え ら れ ま す の で 、 対 応 策 を 検 討 し ま し ょ う 。  
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２ ． 一 般 衛 生 管 理 の ポ イ ン ト と 手 順  

手 順 の ヒ ン ト  

「 い つ 」と は ？： い つ 実 施 す る か を 決 め て お き ま す 。振 り 返 っ た 時 に 問 題

が な か っ た こ と が わ か る よ う に し ま す 。  

「 ど の よ う に 」と は ？： ど の よ う な 方 法 で 実 施 す る か を 決 め て お き ま す 。

だ れ が 行 な っ て も 同 じ よ う に 実 施 で き る よ う に し ま す 。  

「 問 題 が あ っ た 時 」と は ？： 普 段 と は 異 な る こ と が 発 生 し た 場 合 に 、対 処

す る 方 法 を 決 め て お き ま す  

 

（ １ ） 原 料 ・ 具 材 ・ 調 味 料 ・ 包 材 等 の 受 入 確 認  

 

な ぜ 必 要 な の か  

原 料 ・ 包 材 の 包 装 が 破 れ て い る も の 、 容 器 が 破 損 し て い る も の 、 破 卵 し

て い る も の 、 適 切 な 保 管 温 度 で 管 理 さ れ て い な い も の 等 を 使 用 す る と 、 サ

ル モ ネ ラ 属 菌 な ど の 汚 染 や 増 殖 及 び 異 物 の 混 入 等 、 安 全 な 製 品 が 作 れ な く

な り ま す 。  

 

い つ  

原 料 ・ 包 材 等 の 受 入 時 な ど 。  

 

ど の よ う に  

外 観 、 包 装 の 状 態 、 表 示 、 仕 様 、 規 格 書 等 を 確 認 し ま し ょ う 。 主 原 料 の

洗 浄 殺 菌 卵 ま た は 液 卵 で あ る か 、 具 材 類 は 加 熱 調 理 済 み ま た は 殺 菌 済 み で

あ る か 等 を 仕 様 や 規 格 書 で 必 ず 確 認 し な く て は な り ま せ ん 。 ま た 、 決 め ら

れ た 保 管 温 度 等 を 確 認 し 、 異 物 が 混 入 し な い よ う に 包 装 状 態 を 確 認 し て か

ら 保 管 し ま す 。  

 

問 題 が あ っ た 時  

汚 れ 、 破 損 が 確 認 さ れ た 場 合 や 、 保 管 温 度 が 守 れ な か っ た 場 合 は 状 態 を

確 認 し 、良 品 と 分 け て 保 管 し 、原 因 の 特 定 や 処 分 等 を 行 い 、必 要 に 応 じ て 、

返 品 ま た は 良 品 と 交 換 し ま す 。  

 

原 料 ・ 具 材 ・ 調 味 料 ・ 包 材 等 の 受 入 と 保 管 の 手 順  

①  受 入 時 に 注 文 し た も の と 納 品 さ れ た も の が 合 っ て い る か を 確 認 し ま す 。 
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②  外 観 、 に お い 、 包 装 の 状 態 、 表 示 （ 期 限 、 保 存 方 法 等 ） を 確 認 し 、 冷 蔵

や 冷 凍 保 管 が 指 定 さ れ て い る 場 合 は 、 そ れ に 従 い ま す 。  

③  問 題 が あ っ た 場 合 は 、 決 め ら れ た 方 法 に 従 い 、 返 品 等 を し ま す 。  

④  衛 生 管 理 実 施 記 録 に 良 否 を 記 録 し 、問 題 が あ っ た 場 合 は 、そ の 対 処 内 容

も 含 め て 特 記 事 項 に 記 録 し ま す 。  

 

＜＜ 原原 材材 料料 のの 安安 全全 性性 確確 保保 のの たた めめ にに ＞＞   

・原 料 卵 は 、信 頼 の お け る 業 者（ 液 卵 製 造 施 設 、GP セ ン タ ー 等 ）か ら 仕 入

れ ま す 。  

・ 実 施 す べ き 事 は 次 の 通 り で す 。  

①  新 た な 取 引 先・原 料 を 使 用 す る 場 合 は 規 格 書 等 で 安 全 性 を 確 認 す る こ と 。

②  各 原 料 に つ い て は 、 規 格 書 等 で 安 全 性 を 確 認 す る こ と 。  

③  原 料 卵 、具 材 、調 味 料 で 食 品 衛 生 法 違 反 事 例 ・ 検 査 命 令 等 の 情 報 が 公 表

さ れ た 場 合 は 、 そ の 都 度 、 原 料 提 供 業 者 に 安 全 性 を 確 認 す る こ と 。  

 

 

（ ２ ） 原 料 や 製 品 等 の 保 管 状 態 の 確 認  

 

な ぜ 必 要 な の か  

原 材 料 が 清 潔 で 適 切 な 温 度 で 保 管 さ れ て い な い と 、 十 分 な 品 質 の 製 品 を

製 造 す る こ と は で き ま せ ん 。  

 

い つ  

原 料 ・ 包 材 等 の 受 入 時 、 開 梱 時 な ど 。  

 

ど の よ う に  

庫 内 が 整 理 整 頓 さ れ て 清 潔 な 状 態 で あ る こ と を 確 認 し ま す 。 ま た 冷 蔵 や

冷 凍 品 は 、 保 管 場 所 が そ れ ぞ れ 所 定 の 温 度 範 囲 で あ る こ と を 庫 内 温 度 計 等

で 確 認 し ま す 。 未 殺 菌 の 原 材 料 と 殺 菌 さ れ た 原 料 や 製 品 は 、 別 室 に 保 管 す

る こ と が 望 ま し い で す が 、 設 備 上 、 不 可 能 な 場 合 は 、 十 分 離 し て 置 き 、 人

や 物 の 流 れ を 区 分 け す る な ど し て 、 未 殺 菌 の 原 料 か ら 殺 菌 さ れ た 原 料 へ の

汚 染 を 防 ぎ ま す 。  

＜＜ 原原 材材 料料 保保 管管 時時 のの 注注 意意 事事 項項 ＞＞   

ア レ ル ゲ ン を 含 む 原 料 は 、 他 の 原 料 と 混 同 す る こ と が な い よ う に 特 定 の 場

所 に 保 管 。  
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問 題 が あ っ た 時  

温 度 が 所 定 の 範 囲 か ら 外 れ て い た 場 合 は 、 設 定 温 度 の 調 整 、 あ る い は 必

要 に 応 じ て 設 備 の 修 理 を 行 い ま す 。 そ の 間 に 保 管 さ れ て い た 製 品 や 原 料 な

ど は 、 そ の 状 態 (温 度 や 風 味 な ど )を 確 認 し 、 不 十 分 な 可 能 性 の あ る 場 合 は

廃 棄 し ま す 。 保 管 状 態 に 問 題 が あ れ ば 速 や か に 改 善 し ま す 。  

 

原 料 や 製 品 等 の 保 管 状 態 の 確 認 の 手 順  

①  決 め ら れ た 頻 度 で 、 保 管 場 所 の 状 態 を 確 認 し ま す 。  

②  温 度 管 理 の 必 要 な 原 料 や 製 品 は 、庫 内 温 度 が 所 定 の 温

度 範 囲 に あ る こ と を 確 認 し ま す 。  

③  問 題 が あ っ た 場 合 は 、決 め ら れ た 方 法 に 従 い 、原 料 や

製 品 の 対 処 お よ び 設 備 の 修 理 等 を 行 い ま す 。  

④  衛 生 管 理 実 施 記 録 に 良 否 を 記 録 し 、問 題 が あ っ た 場 合 は 、そ の 対 処 内 容

も 含 め て 特 記 事 項 に 記 録 し ま す 。  

 

 

（ ３ ） 工 場 施 設 の 整 理 、 整 頓 、 清 掃 （ ３ Ｓ ）  

 

な ぜ 必 要 な の か  

工 場 施 設 が 汚 く 、 整 理 整 頓 が 出 来 て い な い と 、 カ ビ 、 ク モ の 巣 、 ゴ キ ブ

リ 、 ね ず み 等 が 発 生 し 、 細 菌 の 増 殖 を 促 す と と も に 異 物 混 入 の 原 因 に も な

り ま す 。  

 

い つ  

始 業 前 、 作 業 中 、 製 造 作 業 終 了 後 な ど 。  

 

ど の よ う に  

工 場 施 設 は 毎 日 確 認 し て ゴ ミ や 汚 れ を 除 去 し て 清 潔 に 保 ち 、 衛 生 上 支 障

の な い よ う に し な く て は な り ま せ ん 。不 要 な も の は 取 り 除 き（ １ Ｓ：整 理 ）、

器 具 、設 備 等 は 決 め ら れ た 場 所 に 置 き ま す（ ２ Ｓ ： 整 頓 ）。床 等 は 定 期 的 に

清 掃（ ３ Ｓ ： 清 掃 ）、排 水 溝 は 清 潔 に 保 ち 、水 が 流 れ る こ と を 確 認 し ま す 。

ま た 、 定 期 的 に 、 ね ず み 、 昆 虫 等 の 実 態 を 確 認 す る ル ー ル を 定 め て 実 施 し

ま す 。  
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問 題 が あ っ た 時  

工 場 施 設 で 、ね ず み 、昆 虫 等 を 発 見 し た 時 は 、直 ち に そ の 発 生 源 を 撤 去・

駆 除 し ま す が 、 作 業 に あ た っ て は 食 品 お よ び 食 品 取 扱 器 具 が 、 薬 剤 等 に よ

る 汚 染 か ら 完 全 に 防 御 で き る 措 置 を と っ た 上 で 行 い ま す 。  

 

工 場 施 設 の 整 理 ・ 整 頓 ・ 清 掃 の 手 順  

①  工 場 施 設 は 毎 日 確 認 し 、 汚 れ や 不 都 合 が あ れ ば 3Ｓ 対 応 し 、 衛 生 上 支 障

の な い 状 態 を 維 持 し ま す 。  

②  工 場 施 設 の 器 具 、 設 備 等 は 決 め ら れ た 場 所 に 置 き ま す 。  

③  床 は 清 潔 に 保 ち 、 油 脂 が 残 っ て い な い こ と を 確 認 し ま す 。  

④  排 水 溝 は 清 潔 に 保 ち 水 が 流 れ る こ と を 確 認 し ま す 。  

⑤  ね ず み 、 昆 虫 等 の 実 態 を 定 期 的 に 確 認 し ま す 。  

⑥  衛 生 管 理 実 施 記 録 に 良 否 を 記 録 し 、問 題 が あ っ た 場 合 は 、そ の 対 処 内 容

も 含 め て 特 記 事 項 に 記 録 し ま す 。  

 

 

 

（ ４ ） 機 械 ・ 器 具 の 洗 浄 殺 菌 と 保 守 ・ 点 検  

 

な ぜ 必 要 な の か  

製 造 に 使 用 す る 機 械・器 具 が 汚 れ て い る と 、そ の

箇 所 に 病 原 微 生 物 が 繁 殖 し 、製 品 を 汚 染 し て し ま い

ま す 。特 に 玉 子 焼 き 原 料 の 卵 に 混 入 し て い る お そ れ

の あ る サ ル モ ネ ラ 属 菌 は 機 械 や 器 具 に 付 着 し て 製 品 に 汚 染 す る こ と が 知

ら れ て い ま す 。 ま た 、 破 損 し た 部 分 や 脱 落 し た 部 品 等 が あ る と 、 製 品 に 混

入 す る 恐 れ が あ り ま す 。  

 

 

 

＜＜ 参参 考考 ＞＞   基基 本本 のの 33ＳＳ とと ５５ ＳＳ   

１ Ｓ  整 理 ： 必 要 な も の と 不 必 要 な も の を 区 分 し 、 不 必 要 な も の は 取 り  

除 く こ と  

２ Ｓ  整 頓 ： 必 要 な も の が 必 要 な 時 に 、 す ぐ に 取 り 出 せ る よ う に し て お  

く こ と  

３ Ｓ  清 掃 ： ゴ ミ ・ 汚 れ 等 を な く し 、 き れ い に 掃 除 し 、 点 検 す る こ と  

４ Ｓ  清 潔 ： 整 理 整 頓 清 掃 の ３ Ｓ で 清 潔 な 工 場 施 設 が 生 ま れ ま す  

５ Ｓ  習 慣 ： せ っ か く で き た 清 潔 な 環 境 を 維 持 す る た め の ル ー ル で す  
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い つ  

洗 浄 殺 菌 は 、 製 造 作 業 終 了 後 、 点 検 は 、 製 造 作 業 開 始 前 と 製 造 作 業 終 了

後 に 行 い ま す 。  

 

ど の よ う に  

（ 洗 浄 殺 菌 ）製 造 に 使 用 す る 機 械 や 器 具 は 、使 用 後 速 や か に 洗 浄 殺 菌 し 、

清 潔 に 保 ち ま す 。  

（ 点 検 ） 機 械 ・ 器 具 を 使 う 製 造 作 業 の 開 始 前 に は 、 汚 れ の 付 着 、 部 品 の

緩 み 、 欠 損 、 油 漏 れ 等 が な い こ と 、 製 造 作 業 終 了 後 に は 部 品 の 欠 損 が な い

こ と を 目 視 で 確 認 し ま す 。  

 

問 題 が あ っ た 時  

機 械 ・ 器 具 の 汚 れ を 発 見 し た 場 合 は 、 再 度 洗 浄 殺 菌 を 行 い ま す 。 部 品 の

欠 損 が 見 つ か り 、 そ の 部 品 が 見 つ か ら な い 場 合 は 、 製 品 に 混 入 し て い な い

か 確 認 し な く て は な り ま せ ん 。  

 

機 械 ・ 器 具 の 洗 浄 殺 菌 と 保 守 ・ 点 検 の 手 順  

①  製 造 に 使 用 す る 機 械・器 具 は 、使 用 後 に 清 掃 又 は 洗 浄 を 行 な い ま す 。洗

浄 が 困 難 な 個 所 は 、 清 潔 な 布 で の ふ き 取 り 等 を 念 入 り に 行 い ま す 。  

洗 浄 の 後 は 、 次 の い ず れ か の 方 法 で 殺 菌 し て 清 潔 を 保 ち ま す 。  

・ 70%ア ル コ ー ル の 噴 霧  

・ 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 200ppm（ ま た は こ れ と 同 等 の 殺 菌 能 が 認 め ら

れ た も の ） 以 上 の 溶 液 で 5 分 間 殺 菌 し 、 良 く 濯 い で 乾 燥  

・ 煮 沸 消 毒  

②  機 械・器 具 か ら の 異 物 の 混 入 を 防 止 す る た め 、製 造 作 業 開 始 前 に 、汚 れ

の 付 着 、部 品 の 緩 み 、欠 損 、油 漏 れ 等 が な い こ と 、製 造 作 業 終 了 後 に は

部 品 の 欠 損 が な い こ と を 確 認 し ま す 。  

③  衛 生 管 理 実 施 記 録 に 良 否 を 記 録 し 、問 題 が あ っ た 場 合 は 、そ の 対 処 内 容

も 含 め て 特 記 事 項 に 記 録 し ま し ょ う 。  
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（ ５ ） 従 業 員 の 健 康 管 理 ・ 衛 生 的 作 業 服 の 着 用  

 

な ぜ 必 要 な の か  

従 業 員 が け が や 下 痢 を し て い る と 、手 指 等

を 介 し て 製 品 が 汚 染 さ れ た り 、作 業 服 が 汚 れ

て い た り す る と 、汚 れ や 毛 髪 等 、異 物 混 入 の 原

因 に な る 可 能 性 が あ り ま す 。  

 

い つ  

製 造 作 業 開 始 前 、 作 業 中 。  

 

ど の よ う に  

製 造 従 事 者 の 体 調 、 手 の 傷 の 有 無 、 作 業 服 の 汚 れ 等 の 確 認 を し ま す 。 ま

た 、 粘 着 ロ ー ラ ー 掛 け を 入 念 に 行 い 、 手 袋 お よ び マ ス ク を 正 し く 着 用 を 確

認 し ま す 。 ま た 、 製 造 作 業 に 無 関 係 な 物 品 を 工 場 施 設 へ 持 ち 込 ま な い よ う

に し ま す 。  

 

問 題 が あ っ た 時  

発 熱 や 下 痢 、 嘔 吐 等 の 症 状 が あ る 場 合 は 、 製 造 作 業 へ の 従 事 の 可 否 を 、

責 任 者 は 判 断 し ま し ょ う 。 汚 れ た 作 業 服 は 速 や か に 交 換 し ま す 。 製 造 作 業

に 無 関 係 な 物 品 の 持 込 を 確 認 し た 場 合 、 物 品 を 工 場 施 設 か ら 出 し 、 破 損 や

紛 失 が な い か を 確 認 し ま す 。  

 

従 業 員 の 健 康 管 理 ・ 衛 生 的 作 業 服 の 着 用 の 手 順  

①  製 造 作 業 開 始 前 、 作 業 中 に 以 下 の 内 容 で 確 認 し ま す 。  

②  製 造 従 事 者 の 体 調 を 確 認 し 、 発 熱 や 下 痢 、 嘔 吐 等 の 症 状 が あ る 場 合 は 、

事 業 者 は 、そ の 状 態 に 応 じ て 、出 社 せ ず に 医 療 機 関 で 受 診 す る な ど 判 断

し ま す 。  

③  作 業 服 の 汚 れ 等 の 確 認 し 、 汚 れ た 作 業 服 は 速 や か に 交 換 し ま す 。  

④  作 業 服 、 帽 子 、 手 袋 お よ び マ ス ク を 正 し く 着 用 し て い る か 確 認 し ま す 。 

⑤  製 造 作 業 に 無 関 係 な 物 品 を 持 ち 込 ん で い な い か 確 認 し ま す 。  

⑥  衛 生 管 理 実 施 記 録 に 良 否 を 記 録 し 、問 題 が あ っ た 場 合 は 、そ の 対 処 内 容

も 含 め て 特 記 事 項 に 記 録 し ま す 。  
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（ ６ ） 衛 生 的 な 手 洗 い  

 

な ぜ 必 要 な の か  

手 に は 目 に 見 え な い 病 原 微 生 物（ ⻩ ⾊ ブ ド ウ

球 菌 等 や ウ イ ル ス ） が 付 着 し て い る こ と が あ

り 、食 品 を 汚 染 す る 可 能 性 が あ り ま す 。手 洗 い

は 、見 た 目 の 汚 れ を 落 と す だ け で は な く 、こ れ

ら の 病 原 微 生 物 を 製 品 に 付 着 さ せ な い た め に

も 大 切 で す 。 特 に ノ ロ ウ イ ル ス は 手 を 媒 介 し て 感 染 す る こ と が 知 ら れ て お

り 、 手 洗 い が と て も 重 要 な 予 防 法 で す 。  

 

い つ  

製 造 作 業 開 始 前 、 お よ び ト イ レ の 後 、 工 場 施 設 に 入 る 前 、 清 掃 を 行 っ た

後 等 、 外 部 か ら 汚 染 を 持 ち 込 ま な い よ う 実 施 し ま す 。  

 

ど の よ う に  

 

問 題 が あ っ た 時  

製 造 作 業 中 に 製 造 従 事 者 が 必 要 な タ イ ミ ン グ で 手 洗 い を 行 っ て い な い

時 は 、 す ぐ に 手 洗 い を さ せ な け れ ば い け ま せ ん 。  

 

衛 生 的 な 手 洗 い 手 順  

参 考 と し て 公 益 社 団 法 人 日 本 食 品 衛 生 協 会 が 推 奨 す る 衛 生 的 な 手 洗 い

を 次 ペ ー ジ に 示 し ま す の で 参 照 く だ さ い 。  

 

公 益 社 団 法 人 日 本 食 品 衛 生 協 会 「 日 食 協 が 推 奨 す る 衛 生 的 な 手 洗 い − 基

本 の 手 洗 い 手 順 − 」 等 を 参 考 に し て 手 洗 い の 教 育 と 衛 生 的 な 手 洗 い の 徹 底

を 図 り ま す 。  

  

＜＜ 焼焼 成成 加加 熱熱 後後 製製 品品 とと 従従 業業 員員 のの 手手 かか らら 汚汚 染染 すす るる ⻩⻩ ⾊⾊ ブブ ドド ウウ 球球 菌菌 ＞＞   

焼 成 加 熱 後 の 冷 却 工 程 に お け る 温 度 と 時 間 を 重 要 な 衛 生 管 理 と し て い ま

す が 、 従 業 員 の 手 か ら 製 品 に ⻩ ⾊ ブ ド ウ 球 菌 を 汚 染 さ せ な い 措 置 も 重 要 で

す 。 ⻩ ⾊ ブ ド ウ 球 菌 は １ ０ 人 に １ 人 程 度 の 確 率 で 存 在 す る こ と が 知 ら れ て

お り 、 過 去 に 玉 子 焼 き で ⻩ ⾊ ブ ド ウ 球 菌 に よ る 食 中 毒 の 発 生 が 報 告 さ れ て

い ま す 。 対 策 と し て 一 般 衛 生 管 理 で 衛 生 的 な 手 洗 い が あ り ま す が 、 手 袋 の

着 用 な ど で 総 合 的 に 対 策 す る 必 要 が あ り ま す 。  
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＜＜ 焼焼 成成 加加 熱熱 後後 製製 品品 とと 従従 業業 員員 のの 手手 やや 着着 衣衣 かか らら 汚汚 染染 すす るる ノノ ロロ ウウ イイ ルル スス ＞＞   

従 業 員 の 手 や 着 衣 か ら 製 品 に ノ ロ ウ イ ル ス を 汚 染 さ せ な い 措 置 も 重 要 で

す 。 ノ ロ ウ イ ル ス 食 中 毒 の 原 因 食 は 不 明 で あ る 場 合 が 多 く 、 玉 子 焼 き で 発

生 し て も お か し く あ り ま せ ん 。 ノ ロ ウ イ ル ス は ト イ レ を 起 点 と 、 主 に 人 の

手 や 着 衣 を 介 し て 拡 大 汚 染 す る こ と が 知 ら れ て い ま す 。 対 策 と し て 一 般 衛

生 管 理 で 衛 生 的 な 手 洗 い が あ り ま す が 、 あ わ せ て 、 ト イ レ の 洗 浄 殺 菌 で は

手 に 触 れ る 箇 所 を 特 に 注 意 し 、 従 業 員 の 健 康 管 理 や 衛 生 的 な 作 業 衣 の 着 用

を 徹 底 す る 等 総 合 的 な 対 策 が 必 要 で す 。   
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18 

（ ７ ） ト イ レ の 清 掃  

 

な ぜ 必 要 な の か  

ト イ レ は さ ま ざ ま な 病 原 微 生 物 （ ノ ロ ウ イ ル ス 、 病 原 大 腸 菌 等 ） に 汚 染

さ れ る 危 険 性 が も っ と も 高 い 場 所 で す 。 ト イ レ を 利 用 し た 人 の 手 等 を 介 し

て 製 品 を 汚 染 す る 可 能 性 が あ り ま す 。 こ れ ら の 病 原 微 生 物 を 製 品 に 付 着 さ

せ な い た め に も 大 切 で す 。 ト イ レ を 起 点 と し て 食 中 毒 が 拡 散 す る と 考 え ま

し ょ う 。  

 

い つ  

毎 日 、 定 期 的 に 清 掃 し ま す 。  

ま た 、 常 に 点 検 し 、 汚 れ が あ れ ば 直 ち に 清 掃 し 、

汚 染 源 と な ら な い よ う 清 潔 に し ま す 。  

 

ど の よ う に  

ト イ レ の 清 掃 は 、 製 造 の 作 業 服 、 帽 子 、 マ ス ク 、 靴 と は 別 に ト イ レ 専 用

着 衣 等 で 行 い ま す 。  

 

問 題 が あ っ た 時  

ト イ レ の 汚 れ が 目 立 つ 場 合 は 、 直 ち に 清 掃 し な け れ ば い け ま せ ん 。  

 

ト イ レ の 清 掃 の 手 順  

①  製 造 を 行 な う 時 の 服 と は 異 な る 服 、 靴 、 ゴ ム 手 袋 を 着 用 し て 行 い ま す 。 

②  ト イ レ 用 洗 剤 、 ブ ラ シ 、 ス ポ ン ジ を 用 意 し ま す 。  

③  水 洗 バ ー 、 ド ア ノ ブ 等 手 指 が 触 れ る 場 所 を 塩 素 系 殺 菌 剤 で 拭 き あ げ 、 5 

分 〜 10 分 後 に 水 を 含 ま せ 軽 く 絞 っ た 布 で ふ き あ げ ま す 。  

④  手 洗 い 設 備 を 洗 浄 し ま す 。  

⑤  便 器 は 、 専 用 洗 剤 を 用 い て ブ ラ シ で こ す り 洗 い し た 後 、 洗 い 流 し ま す 。 

⑥  床 ⾯ は 、 専 用 洗 剤 を 用 い て ブ ラ シ で こ す り 洗 い し た 後 、 洗 い 流 し ま す 。 

⑦  洗 浄 後 、水 洗 レ バ ー 、ド ア ノ ブ 等 に 触 れ て し ま う 等 、消 毒 済 み の 箇 所 を

汚 染 し な い よ う に 注 意 し ま す 。汚 染 の 可 能 性 が あ る 場 合 は 、再 度 ③ を 繰

り 返 し 行 い 殺 菌 し ま す 。  

⑧  使 用 し た 器 具 は 、 洗 浄 、 乾 燥 、 保 管 し ま す 。  

⑨  終 了 後 入 念 に 手 を 洗 わ な け れ ば い け ま せ ん 。  

⑩  衛 生 管 理 実 施 記 録 に 良 否 を 記 録 し 、問 題 が あ っ た 場 合 は 、そ の 対 処 内 容

も 含 め て 特 記 事 項 に 記 録 し ま し ょ う 。   
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（ ８ ） そ の 他  

 

①  使 用 水 に つ い て  

⾊ ・ に ご り ・ 臭 い ・ 味 を 毎 日 確 認 し ま す 。  

井 ⼾ 水 を 使 用 し て い る 製 造 者 は 、 保 健 所 等 に 使 用 す る 井 ⼾ 水 に 係 る 衛 生

管 理 対 策 を 相 談 し 、 年 に １ 回 は 水 質 検 査 を 受 け な け れ ば な り ま せ ん 。 検 査

項 目 に つ い て は 、 最 寄 り の 保 健 所 で 知 る こ と が で き ま す 。  

 

②  廃 棄 物 の 管 理  

廃 棄 物 も 微 生 物 の 交 差 汚 染 、 ア レ ル ゲ ン の 交 差 接 触 の 原 因 と な り ま す の

で 廃 棄 物 は 適 切 な 場 所 で 管 理 し 、 製 品 と 交 差 し な い よ う に 管 理 し ま す 。 ま

た 、廃 棄 物・排 水 は 、自 治 体 の ル ー ル に 従 っ て 処 理 し な く て は な り ま せ ん 。  

 

③  従 業 員 の 教 育  

従 業 員 の 教 育 ・ 訓 練 は 「 食 品 安 全 」 を 確 保 す る た め の ル ー ル や 手 順 を 理

解 し て も ら う の に 必 要 な 手 段 で す 。 食 品 事 故 の 原 因 の ほ と ん ど は 作 業 の 慣

れ に よ る 油 断 や 無 知 か ら く る 判 断 の 誤 り で あ り 、 必 ず 「 人 」 が 関 係 し て い

ま す 。  

で き る 限 り「 食 品 安 全 」に つ い て 知 る こ と が で き る 環 境 を 整 え ま し ょ う 。 

 

④  保 健 所 へ の 報 告 等  

食 品 衛 生 上 の 問 題 が 発 生 し た 場 合 は 、 問 題 と な っ た 製 品 を 迅 速 か つ 適 切

に 回 収 し な け れ ば な り ま せ ん 。 ま た 、 管 轄 す る 保 健 所 等 へ 連 絡 が 法 律 で 定

め ら れ て い ま す 。 回 収 さ れ た 製 品 は 、 通 常 製 品 と 明 確 に 区 別 し て 保 管 し 、

保 健 所 等 の 指 示 に 従 っ て 適 切 に 処 分 し ま す 。  
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3.  特 に 重 要 な 衛 生 管 理 の ポ イ ン ト と 手 順  

食 中 毒 は 不 意 を つ き 、 不 備 を つ き ま す 。 安 全 な 玉 子 焼 き 製 品 は 一 般 衛 生

管 理 と 特 に 重 要 な 衛 生 管 理 の 二 本 立 て で 作 ら れ ま す 。 玉 子 焼 き 製 造 に お け

る 衛 生 管 理 で 注 意 す べ き ４ 点「 ア レ ル ゲ ン 管 理 」・「 冷 却 」・「 金 属 検 出 」・「 二

次 加 熱 」 を 特 に 重 要 な 衛 生 管 理 と し て 取 り 組 み ま す 。  

全 て の 玉 子 焼 き 製 品 に 共 通 す る の は 冷 却 （ 焼 成 加 熱 調 理 後 の 冷 却 工 程 に

お け る 温 度 と 時 間 の チ ェ ッ ク ） と ア レ ル ゲ ン 管 理 で す 。  

 

（ １ ） 原 材 料 （ 調 味 料 ・ 具 材 ） の ア レ ル ゲ ン 管 理  

玉 子 焼 き の 主 原 料 で あ る 鶏 卵 は ア レ ル ゲ ン 特 定 原 材 料 で す が 、 調 味 料 や

具 材 に も 注 意 が 必 要 で す 。 複 合 調 味 料 に は 小 ⻨ た ん ぱ く 加 水 分 解 物 が 配 合

さ れ て い る も の が あ り ま す 。 ま た 、 具 材 の し ら す に は エ ビ や カ ニ の 稚 仔 が

混 入 す る 場 合 が あ り ま す 。 こ れ ら の ア レ ル ゲ ン の 混 入 が あ る 場 合 は 、 表 示

に そ の 旨 の 記 載 が 必 要 と な り ま す 。  

 

な ぜ 必 要 な の か  

ア レ ル ゲ ン の 取 扱 い を 誤 る と 重 篤 な 健 康 危 害 を 誘 引 す る 可 能 性 が あ り

ま す 。 表 示 の 誤 り に よ る 誤 使 用 と 生 産 施 設 で の ア レ ル ゲ ン 交 差 接 触 に よ る

製 品 へ の 混 入 が 主 な 原 因 で す 。  

 

い つ  

原 材 料 の 受 入 れ か ら 保 管 、 製 造 作 業 、 製 品 の 保 管 、 出 荷 の 全 工 程 、 ま た

製 造 機 器 等 の 洗 浄 で 厳 密 に 管 理 し ま す 。  

 

ど の よ う に  

ア レ ル ゲ ン を 含 む 原 材 料 は 受 入 時 に 確 認 し て 、 そ の 内 容 を 表 示 し 他 の 原

材 料 と 区 分 け し て 保 管 し ま す 。 製 造 機 器 を 共 有 す る 場 合 は 、 実 施 し て い る

工工程程 対対象象 概概要要

調味料・具材の入荷 全ての玉子焼き製品の製造

アレルゲンの有無を表示等で確認

調味料・具材入荷以外に製品ラベルの表示を確認

製造設備・器具などの確実な清掃でアレルゲンの汚染を防ぐ

焼成加熱後の冷却 全ての玉子焼き製品の製造 冷却工程における温度と時間のチェック

金属検出機を通過 金属検出機通過工程のある玉子焼き製品 製品を金属検出機に通過

包装後二次加熱 包装後二次加熱のある玉子焼き製品 賞味期限延⻑を図るため湯煎またはスチーム加熱

特特にに重重要要なな衛衛生生管管理理ををすすべべきき工工程程とと対対象象
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洗 浄 に よ っ て 、 ア レ ル ゲ ン を 十 分 に 除 去 で き て い る か 確 認 し ま し ょ う 。 製

造 順 は 、 ア レ ル ゲ ン を 含 ま な い 製 品 を 先 に 、 ア レ ル ゲ ン を 含 む 製 品 を 後 に

す る な ど し て 、 混 入 を 防 ぎ ま す 。 包 材 の 確 認 を 十 分 に 行 い 、 ア レ ル ゲ ン を

含 む 製 品 に 、 含 ま な い 製 品 の 包 材 を 誤 っ て 使 用 し な い よ う に し ま し ょ う 。

担 当 者 へ の 教 育 訓 練 に よ っ て 、 ア レ ル ゲ ン の 管 理 を 徹 底 し ま し ょ う 。  

 

問 題 が あ っ た 時  

ア レ ル ゲ ン の 管 理 が 不 十 分 な お そ れ の あ る 製 品 や 中 間 製 品 は 廃 棄 し ま

す 。 製 品 の ア レ ル ゲ ン に 関 す る 表 示 が 不 適 切 で あ っ た 場 合 は 、 法 に 従 い 、

直 ち に 所 轄 の 保 健 所 等 へ 報 告 、 自 主 回 収 し ま す 。  

 

 

（ ２ ） 焼 成 加 熱 調 理 後 の 冷 却 工 程 に お け る 温 度 と 時 間 の チ ェ ッ ク  

 

な ぜ 必 要 な の か  

大 量 に 加 熱 し た 食 品 を 小 分 け せ ず に 常 温 で 放 置 し た 場 合 、 冷 却 不 足 が 生

じ る 場 合 が あ り ま す 。 食 中 毒 の 原 因 と な る 微 生 物 に は セ レ ウ ス 菌 な ど 耐 熱

性 の も の も 存 在 し ま す 。 そ の た め 冷 却 が ゆ る や か に 行 わ れ る と 生 き 残 っ た

耐 熱 性 菌 が 増 殖 し 、 食 中 毒 の 発 生 に つ な が る 恐 れ が あ り ま す 。  

 

い つ  

製 造 毎 。  

 

ど の よ う に  

焼 成 加 熱 調 理 後 、4 時 間 以 内 に 10℃ 付 近 に 冷 却 で き た こ と を タ イ マ ー と

中 心 温 度 計 で 確 認 し ま す 。  

 

問 題 が あ っ た 時  

規 定 さ れ た 時 間 内 に 冷 却 さ れ な か っ た 場 合 は 、 速 や か に 原 因 究 明 を 行 い 、

対 処 し ま す 。 ま た 、 製 品 は 出 荷 ラ イ ン か ら 排 除 し 、 再 加 熱 で き る 製 品 へ リ

ワ ー ク ま た は 廃 棄 し ま す 。  

 

冷 却 に 要 す る 時 間 と 温 度 を チ ェ ッ ク す る 手 順  

①  タ イ マ ー と 中 心 温 度 計 が 正 常 に 作 動 す る こ と を 定 期 的 に 点 検 し ま す 。  

②  冷 却 開 始 後 、 4 時 間 を 経 過 し た 玉 子 焼 き で 、 冷 え に く い と こ ろ に あ る 製

品 を 中 心 温 度 計 で 測 定 し 、 10℃ 付 近 で あ る こ と を 確 認 し ま す 。  
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③  10℃ 付 近 に 達 し な か っ た 製 品 は 出 荷 ラ イ ン か ら 確 実 に 排 除 し ま す 。  

④  衛 生 管 理 実 施 記 録 に 良 否 を 記 録 し 、問 題 が あ っ た 場 合 は 、そ の 対 処 内 容

も 含 め て 特 記 事 項 に 記 録 し ま す 。  

 

 

（ ３ ） 異 物 排 除 工 程 と 金 属 検 出 機 の 作 動 確 認 （ 金 属 検 出 機 が あ る 場 合 ）  

 

な ぜ 必 要 な の か  

金 属 等 の 硬 質 異 物 は 、 口 内 を 切 る 、 ⻭ を 損 傷 す る 等 の 健 康 被 害 を 生 じ る

危 険 性 が あ り ま す 。  

 

い つ  

始 業 前 、 製 造 中 、 製 造 終 了 後 に 適 切 な 頻 度 で 行 い ま す 。  

 

ど の よ う に  

作 業 前 に テ ス ト ピ ー ス で 金 属 検 出 機 の 作 動 を 確 認 し ま す 。 テ ス ト ピ ー ス

を 定 期 的 に 適 切 に 通 し て 、 検 出 機 が 正 し く 作 動 し て い る こ と を 確 認 し ま す 。

検 出 機 で 除 外 さ れ た 製 品 は 区 別 し て 保 管 し ま す 。  

 

問 題 が あ っ た 時  

除 外 さ れ た 製 品 に 硬 質 異 物 が 混 入 し て い な い か 確 認 し ま す 。  

硬 質 異 物 が 発 見 さ れ た 場 合 は 、 速 や か に 混 入 の 原 因 究 明 を 行 い 、 対 処 し ま

す 。 検 出 機 の 不 具 合 を 確 認 し た 場 合 は 、 正 常 な 状 態 に 戻 し 、 安 全 が 確 認 で

き る ま で 、製 造 を 止 め ま す 。ま た 、硬 質 異 物 が 混 入 し た 製 品 は 廃 棄 し ま す 。  

 

金 属 検 出 機 の 作 動 確 認 の 手 順  

①  製 品 を 通 過 さ せ る 前 に テ ス ト ピ ー ス を 通 し 、金 属 検 出 機 に 異 常 が な い こ

と を 確 認 し ま す 。  

②  全 て の 製 品 を 金 属 検 出 機 に 通 過 さ せ ま す 。  

 

＜＜ 金金 属属 検検 出出 機機 のの 性性 能能 限限 界界 ＞＞   

金 属 検 出 機 は テ ス ト ピ ー ス の サ イ ズ 以 下 は 排 除 で き ま せ ん の で 、 金 属 検 出

機 に 頼 り 過 ぎ る こ と な く 原 料 の 目 視 確 認 、 作 業 開 始 前 、 作 業 終 了 後 に 製 造

に 使 用 し て い る 機 械 ・ 器 具 の 欠 損 、 破 損 の な い こ と を 確 認 す る こ と が 重 要

で す 。  
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③  テ ス ト ピ ー ス を 定 期 的 に 通 し 、金 属 検 出 機 の 作 動 に 異 常 が な い こ と を 確

認 し ま す 。テ ス ト ピ ー ス が 排 除 さ れ な い 場 合 は 、正 常 に 作 動 す る よ う に

調 整 し ま す 。通 過 し た 製 品 の 内 、直 近 の テ ス ト ピ ー ス 通 過 ま で 遡 っ た 分

は 、金 属 検 出 が 不 完 全 と み な し 、正 常 に 作 動 す る よ う に 調 整 さ れ た 金 属

検 出 機 で 再 通 過 確 認 し ま す 。  

④  金 属 異 物 を 含 む と し て 排 除 さ れ た 製 品 は 出 荷 ラ イ ン か ら 確 実 に 排 除 し 、

器 物 混 入 の 原 因 な ど を 調 査 し ま す 。  

⑤  金 属 異 物 を 確 実 に 検 出 、排 除 す る た め に 、金 属 検 出 機 は 定 期 的 な 点 検 を

行 い ま す 。  

⑥  衛 生 管 理 実 施 記 録 に 良 否 を 記 録 し 、問 題 が あ っ た 場 合 は 、そ の 対 処 内 容

も 含 め て 特 記 事 項 に 記 録 し ま す 。  

 

 

（ ４ ） 二 次 加 熱 （ 包 装 後 二 次 加 熱 が あ る 製 品 の 場 合 ）  

 

な ぜ 必 要 な の か  

主 た る 目 的 は 微 生 物 を 減 ら す こ と に よ る 賞 味 期 限 の

延 ⻑ で す 。 玉 子 焼 き 表 ⾯ に 付 着 あ る い は 内 部 に 残 存 し た

病 原 微 生 物 を 減 少 さ せ る た め の 、 適 切 な 加 熱 時 間 設 定 は

食 中 毒 対 策 と し て も 重 要 で す 。  

 

い つ  

製 造 毎 。  

 

ど の よ う に  

表 ⾯ に 付 着 し た 菌 を 対 象 と す る か 、 製 品 中 奥 部 に 残 存 す る 菌 を 対 象 に す

る か で 加 熱 時 間 は 異 な り ま す 。 加 熱 時 間 を 決 定 す る た め に は 実 証 試 験 を 行

っ て 、加 熱 時 間 を 決 定 し な け れ ば な り ま せ ん 。ま た 、30 分 程 度 以 上 の 加 熱

で 製 品 が 変 ⾊ す る 場 合 が あ り ま す の で 注 意 く だ さ い 。  

 

＜＜ 金金 属属 検検 出出 機機 がが なな いい 場場 合合 ＞＞   

 

一般衛生管理による原料の目視確認、作業開始前、作業終了後での点検、

部品の欠損破損のないことを確認し、記録に残します。玉子焼き製造工程

には、ろ過工程があります。フィルターは卵液から固形物を排除するため

に設置されていますので、P12 の（４）機械・器具の洗浄殺菌とその点検

の手順でフィルターの定期的な点検をすることは異物対策に効果的です。
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湯 煎 加 熱 ： 湯 温 が 80℃ 以 上 に 達 し た 時 点 か ら 決 定 し た 時 間 で 処 理  

ス チ ー ム 加 熱 ： 庫 内 温 度 が 90℃ 以 上 に 達 し て か ら 決 定 し た 時 間 で 処 理  

 

問 題 が あ っ た 時  

規 定 さ れ た 温 度 と 時 間 が 不 足 し た 場 合 は 、 速 や か に 原 因 究 明 を 行 い 、 対

処 し ま す 。 ま た 、 製 品 は 追 加 熱 等 、 リ ワ ー ク と し ま す 。 た だ し 追 加 熱 に よ

っ て 変 ⾊ が 起 こ る 場 合 が あ り ま す の で 、 変 ⾊ の 有 無 を 必 ず チ ェ ッ ク し ま す 。 

 

二 次 加 熱 の 手 順  

①  タ イ マ ー と 温 度 計 が 正 常 に 作 動 す る こ と を 定 期 的 に 点 検 し ま す 。  

②  規 定 さ れ た 温 度 に 昇 温 し た ら タ イ マ ー を セ ッ ト し 所 定 時 間 加 熱 し ま す 。 

③ 衛 生 管 理 実 施 記 録 に 良 否 を 記 録 し 、 問 題 が あ っ た 場 合 は 、 そ の 対 処 内  

容 も 含 め て 特 記 事 項 に 記 録 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜ 二二 次次 加加 熱熱 工工 程程 がが なな いい 場場 合合 ＞＞   

冷 却 が 特 に 重 要 な 衛 生 管 理 と な り ま す の で 、 徹 底 し た 管 理 が 必 要 で す 。

ま た 、 焼 成 加 熱 か ら 包 装 ま で の 工 程 で 手 や 作 業 衣 か ら の ⻩ ⾊ ブ ド ウ 球 菌

や ノ ロ ウ イ ル ス 等 の 汚 染 を 防 ぐ こ と が 重 要 で す 。  
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衛 生 管 理 は「 見 え る 化 」が で き て 達 成 さ れ ま す 。「 見 え る 化 」と は 衛 生 管

理 計 画 の 通 り に 実 施 し て 、 実 施 し た こ と を 記 録 し 、 確 認 す る こ と で す 。 更

に 自 社 で 取 り 組 ん で い る 衛 生 管 理 を 「 見 え る 化 」 し 、 納 品 先 か ら 信 頼 さ れ

る 玉 子 焼 き を 作 り ま し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ． 様 式  

様 式 は 、 そ の ま ま コ ピ ー し て 使 用 す る か 、 各 社 で 既 に 使 用 し て い る 記 録

様 式 等 が あ る 場 合 は 、 そ れ を 活 用 し 記 録 を し て く だ さ い 。 な お 、 す べ て こ

の 記 録 様 式 に 統 一 す る 必 要 は あ り ま せ ん が 、 不 足 分 を 新 た に 作 成 す る 場 合

は 、 こ の 記 録 様 式 を 参 考 に し て く だ さ い 。  

 

４　様   式
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いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

②
原料や製品等の保管

状態の確認

原料・包材等の受入時、開梱時、その他（          ）

一一般般衛衛生生管管理理ののポポイインントト                    作作成成日日        年年    月月    日日            確確認認者者印印

①
原料・包材等の受入

の確認

原料・包材等の受入時、その他（          ）

④
機械・器具の洗浄殺

菌と保守・点検

製造開始前、製造終了後、その他（       ）

③
工場施設の整理、整

頓、清掃

始業前、作業中、製造作業終了後、その他（          ）

⑥ 衛生的な手洗い

作業開始前、その他（          ）

⑤
従業員の

健康管理等

製造開始前、作業中、その他（        ）

⑧

その他

使用水のチェック・

廃棄物管理・従業員

に対する衛生教育・

製品回収など保健所

への報告等

⑦
トイレの清

掃

製造開始前・製造終了後・その他（          ）
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いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

⑧

その他

使用水のチェック・

廃棄物管理・従業員

に対する衛生教育・

製品回収など保健所

への報告等

始業前

衛生責任者が使用水が無色透明で無味無臭であることを確認する

原因を確認し、すぐに改善できない場合は水道水を使用する

⑥ 衛生的な手洗い

作業開始前、その他（          ）

衛生責任者が従業員が手洗いの手順に従って、手洗いしていることを確認する

従業員が適切なタイミングで手洗いをしていない場合

はすぐに手洗いを実行させる

⑦
トイレの清

掃

製造開始前、製造終了後、その他（          ）

衛生責任者がトイレが汚れていないことを確認する

トイレが汚れていた場合は、製造時の作業服とは別の服を着用し、洗剤で洗浄し、

消毒する

④
機械・器具の洗浄殺

菌と保守・点検

製造開始前、製造終了後、その他（       ）

製造担当者が機械・器具を洗浄・清掃し、汚れの付着、部品の緩み、欠損が無いこ

とを確認する

部品の欠損が見つかり、その部品が見つからない場合は、製品に混入していないか

確認する

⑤
従業員の

健康管理等

製造開始前、作業中、その他（        ）

衛生責任者が従業員の健康状態を確認する

製造担当者自身で粘着ローラー掛け、マスクを着用する

発熱や下痢等の症状がある場合は、製造作業に従事させない

②
原料や製品等の保管

状態の確認

原料・包材の受入時、開梱時、その他（ 製造開始時 ）

保管庫が清潔な状態で、温度管理の必要な保管庫は所定の温度範囲であることを確

認する

整理整頓を行う、温度を調整する、必要に応じて修理する、製品の風味を確認して

温度不十分な可能性のある場合は廃棄する

③
工場施設の整理、整

頓、清掃

始業前、作業中、製造作業終了後、その他（          ）

製造担当者が床が滑らないこと、排水溝が詰まっていない状態に清掃する

再度、洗浄する

ねずみ、貯穀害虫を発見した時は、直ちに発生源を除去する

一一般般衛衛生生管管理理ののポポイインントト                    作作成成日日  令令和和元元年年  88月月  2233日日        確確認認者者印印  久久松松

①
原料・包材等の受入

の確認

原料・包材の受入時、その他（          ）

仕入担当者が規格書にあっていることを確認する

良品と分けて管理し、返品または交換する
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いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

特特にに重重要要なな衛衛生生管管理理ののポポイインントト 作作成成日日 年年    月月    日日 確確認認者者印印

①
原材料のアレ

ルゲン管理

原材料受入時、その他（ ）

③

金属検出機の

作動確認

（金属検出機

がある場合）

始業前、製造中、終了後、その他（ ）

②
焼成加熱後の

冷却

製造毎

④

二次加熱

（包装後二次

加熱がある場

合）

製造毎
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いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

いつ

どのように

問題が

あったとき

④

二次加熱

（包装後二次

加熱がある場

合）

製造毎

製造担当者が中心温度計で製品の温度が75℃以上であることを確認し、タイマーで

30分くらい維持する

中心温度計とタイマーの作動を確認

他の製品と明確に分け、再加熱または廃棄する

特特にに重重要要なな衛衛生生管管理理ののポポイインントト              作作成成日日  令令和和元元年年  88月月  2233日日          確確認認者者印印  久久松松

①
原材料のアレ

ルゲン管理

原材料受入時、その他（      ）

アレルゲン表示を確認

他の原材料と区別して保管し、返品または交換する。

③

金属検出機の

作動確認

（金属検出機

がある場合）

始業前、製造中、終了後、その他（2時間毎）

製造担当者がテストピースを使用して、正常に作動することを確認する

正常に作動するように調整し、正常の作動で確認できている製品まで遡り、再度、

金属探知機により確認する

②
焼成加熱後の

冷却

製造毎

製造担当者がタイマーと中心温度計を用い、４時間以内に製品の中心温度が10℃以

下であることを確認する

中心温度計とタイマーの作動を確認

他の製品と明確に分け、廃棄する
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日 曜

①原料・包

材等の受入

の確認

②原料や製

品等の保管

状態の確認

③工場施設

の整理、整

頓、清掃

④機械・器

具の洗浄殺

菌と保守・

点検

⑤従業員の

健康管理等

⑥衛生的な

手洗い

⑦トイレの

清掃
⑧その他 担当者 確認者 特記事項

 1日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 2日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 3日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 4日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 5日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 6日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 7日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 8日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 9日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 10日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 11日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 12日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 13日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 14日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 15日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 16日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 17日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 18日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 19日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 20日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 21日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 22日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 23日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 24日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 25日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 26日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 27日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 28日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 29日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 30日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 31日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

      年年        月月   一一般般衛衛生生管管理理のの実実施施記記録録
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日 曜

①原料・包

材等の受入

の確認

②原料や製

品等の保管

状態の確認

③工場施設

の整理、整

頓、清掃

④機械・器

具の洗浄殺

菌と保守・

点検

⑤従業員の

健康管理等

⑥衛生的な

手洗い

⑦トイレの

清掃
⑧その他 担当者 確認者 特記事項

 1日 木 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 2日 金 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松
8/2 毎月最初の金曜日、作業終了後に害虫駆除のためバルサン噴霧として

いたが、実施しなかった。 8/3  09:00 翌日の休業日に噴霧 久松確認

 3日 土 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 4日 日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 5日 月 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 6日 火 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 7日 水 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 8日 木 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 9日 金 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 10日 土 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 11日 日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 12日 月 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松
8/12 ろ過用フィルターの目詰まりを発見。直ちに洗浄し再装着

8/12 13:00 久松確認

 13日 火 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 14日 水 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 15日 木 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 16日 金 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松
8/16 健康チェックを忘れたこと思い出す。直ちに下痢、嘔吐。発熱がない

ことを確認      8/16 10:00 久松確認

 17日 土 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松
8/17 噴霧用アルコールが空となっていることを発見。直ちに消毒用アル

コールを充填

 18日 日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 19日 月 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 20日 火 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 21日 水 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 22日 木 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 23日 金 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松
8/23 トイレの汚れを発見。直ちにトイレの洗浄消毒を実施

8/23 16:30 久松確認

 24日 土 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 25日 日 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

 26日 月 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 27日 火 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 28日 水 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 29日 木 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 30日 金 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松
8/30 工場内ゴミ箱からゴミが溢れそうになっているのを発見。直ちにゴ

ミに封をし、外のゴミ箱に移動 8/30 16:30 久松確認

 31日 土 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否 良・否

令令和和元元   年年  88   月月

8/7 原材料保管用冷蔵庫の温度が基準の10℃を上回り、12℃だった。そ

れぞれの種類の原料の品温を接触温度計で測定したところ、いずれも10℃

以下であったことから、使用可とした。温度調整を行い、5分後に10℃以下

を確認した

8/5  殺菌液卵のロット成績書が添付されていないため原料使用を保留し

冷蔵庫に保管。次いで、納品元へ成績書の照会、成績が殺菌液卵の規格を

満たしていたことを確認し、製造原料として使用してよいことを指示

 8/5 08:50久松確認

8/26 製品A開始時の焼け具合の確認で、やや固さが足りなかったため、

加熱温度調整（上昇）を行った。加熱温度調整前の製品は中身を確認し、

廃棄した。調整後の最初の製品で固さが十分であることを確認し、製品化

した。

一一般般衛衛生生管管理理のの実実施施記記録録
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日 曜
①原材料のアレルゲ

ン管理
②焼成加熱後の冷却

③作動確認（金属検

出機がある場合）

④二次加熱(包装後
二次加熱がある場

合)

担当者 確認者 特記事項

 1日 良・否 良・否 良・否 良・否

 2日 良・否 良・否 良・否 良・否

 3日 良・否 良・否 良・否 良・否

 4日 良・否 良・否 良・否 良・否

 5日 良・否 良・否 良・否 良・否

 6日 良・否 良・否 良・否 良・否

 7日 良・否 良・否 良・否 良・否

 8日 良・否 良・否 良・否 良・否

 9日 良・否 良・否 良・否 良・否

 10日 良・否 良・否 良・否 良・否

 11日 良・否 良・否 良・否 良・否

 12日 良・否 良・否 良・否 良・否

 13日 良・否 良・否 良・否 良・否

 14日 良・否 良・否 良・否 良・否

 15日 良・否 良・否 良・否 良・否

 16日 良・否 良・否 良・否 良・否

 17日 良・否 良・否 良・否 良・否

 18日 良・否 良・否 良・否 良・否

 19日 良・否 良・否 良・否 良・否

 20日 良・否 良・否 良・否 良・否

 21日 良・否 良・否 良・否 良・否

 22日 良・否 良・否 良・否 良・否

 23日 良・否 良・否 良・否 良・否

 24日 良・否 良・否 良・否 良・否

 25日 良・否 良・否 良・否 良・否

 26日 良・否 良・否 良・否 良・否

 27日 良・否 良・否 良・否 良・否

 28日 良・否 良・否 良・否 良・否

 29日 良・否 良・否 良・否 良・否

 30日 良・否 良・否 良・否 良・否

 31日 良・否 良・否 良・否 良・否

      年年        月月   特特にに重重要要なな衛衛生生管管理理のの実実施施記記録録
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日 曜
①原材料のアレルゲ

ン管理
②焼成加熱後の冷却

③作動確認(金属検

出機がある場合)
担当者 確認者 特記事項

 1日 木 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 2日 金 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 3日 土 良・否 良・否 良・否 良・否

 4日 日 良・否 良・否 良・否 良・否

 5日 月 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 6日 火 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 7日 水 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 8日 木 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 9日 金 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 10日 土 良・否 良・否 良・否 良・否

 11日 日 良・否 良・否 良・否 良・否

 12日 月 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 13日 火 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 14日 水 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 15日 木 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 16日 金 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 17日 土 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 18日 日 良・否 良・否 良・否 良・否

 19日 月 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 20日 火 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 21日 水 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 22日 木 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 23日 金 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 24日 土 良・否 良・否 良・否 良・否

 25日 日 良・否 良・否 良・否 良・否

 26日 月 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 27日 火 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 28日 水 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 29日 木 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 30日 金 良・否 良・否 良・否 良・否 山田 久松

 31日 土 良・否 良・否 良・否 良・否

令令和和元元   年年  88 月月

8/5 温度が不安定で設定温度を管理できないことを発見。再

設定で正常作動を回復、製品は追加熱のリワークとした。8/5

17:00久松確認 後日に温度センサーを交換。8/9 17:00久松確

認

8/1 製品の温度が12℃であるので生産ラインから排除、原因

を調べたところ温度計の電池容量が低下。スペアの温度計では

6℃であったので生産ラインへ戻す。8/1 14:30久松確認

8/12 テストピース（Fe）を排出しなかったため、金属検出機

を調整した。調整後、前回テストピース確認時から11時10分ま

での製品を再検査し、製品を出荷した。

8/27 価格の安い代替調味料を購入したがアレルゲンの表示問

い合わせで回答がないまま納品していたことを確認。従来調味

料に交換を指示。8/27 14:30久松確認

特特にに重重要要なな衛衛生生管管理理のの実実施施記記録録

④二次加熱(包装後
二次加熱がある場

合)
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